
学校番号 1011 

平成 31年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文Ｂ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 新編現代文Ｂ（数研出版） 

副教材等 

クリアカラー 国語便覧 第四版（数研出版） 

アドバンス現代文③（京都書房） 

常用漢字ダブルクリア 三訂版（尚文出版） 

常用漢字ダブルクリア 別冊徹底トレーニングノート（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、

考え方を深め、国語力の向上を図り人生を豊かにする態度を養います。 

また、文章を読む力をつけるだけではなく、文章構成や表現力を身に付け、相手に伝えることを意識

した文章を書くことを目標として授業を進めます。 

教材を読む中で様々なものの見方や考え方を学ぶこと、そして自分の考えを相手に伝えられる実用的

な力を身に付けるということを意識して学習を進めてください。 

 

２ 学習の到達目標 

・論理的な文章について、論理の展開や要旨を的確に捉えられるようになる。 

・文学的な文章について、人物、情景、心情などを的確に捉えられるようになる。 

・語句の意味、用法を理解し、語彙を豊かにする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観
点 

a関心・意欲・態度 b話す・聞く能力 c書く能力 d読む能力 e知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

文章を理解し表現す
る力を進んで高める
とともに，国語を尊
重してその向上を図
ろうとしている。 

目的や場に応じ
て効果的に話し
たり的確に聞き
取ったりして，自
分の考えを深め，
発展させている。 

必要な情報を用
い，相手や目的，
課題に応じた適
切な表現による
文章を書き，自分
の考えを深め，発
展させている。 

近代以降の文章
を的確に読み取
ったり，目的に応
じて幅広く読ん
だりして，自分の
考えを深め，発展
させている。 

言語文化及び言
葉の特徴やきま
りなどについて
の理解を深め，知
識を身に付け、語
彙力の向上を図
ろうとしている。 

評
価
方
法 

・行動の観察（学習
活動への参加姿勢
や態度、出席状況、
提出物） 

・記述の確認（ノー
ト，プリント，ワ
ークシート） 

・行動の観察（学
習活動におけ
る発言内容や
態度） 

・記述の確認（ノ
ート，プリン
ト，ワークシー
ト） 

 

・行動の観察(学
習活動への参
加姿勢、提出
物) 

・記述の確認（ノ
ート，プリン
ト，ワークシー
ト，レポート・
感想文などの
作成した文章） 

・定期考査 

・行動の観察（学
習活動におけ
る発言内容や
態度） 

・記述の確認（ノ
ート，プリン
ト，ワークシー
ト） 

・定期考査 

・行動の観察（学
習活動におけ
る発言内容、提
出物） 

・記述の確認（ノ
ート，プリン
ト，ワークシー
ト） 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

一
学
期 

初
め
に
世
界
が
あ
る
と
知
る 

・文章を読んで，構成，展開，
要旨などを的確にとらえ
る。 

・表現を味わい，表現に込め
られた筆者の思いを読み
取る。 

○   ○ ○ ａ：筆者の考えを参考にして、 

主題について思索を深 

めている。 

ｄ：時間軸にそって述べられ 

る内容を，そのまとまり 

ごとに読み取っている。 

ｅ：筆者の旅に対する思いの 

強さを，本文の表現を踏 

まえて理解している。 

記述の点検 
記述の分析 
活動の様子 
定期考査 

無
用
の
人 

・文章を読んで，人物像，

心情の描写などを的確

にとらえ，表現を味わ

う。 

・文体や修辞などの表現

上の特色をとらえる。 

○   ○ ○ ａ：作品の主題に迫り、 

登場人物の心情を理 

解して読解する。 

ｄ：登場人物の人物像や 

関係性を正しくとら 

え、場面ごとの心情 

変化を読み取ってい 

る。 

ｅ：「無用」の辞書的な意味 

をふまえたうえで，タイ

トルに込められた意味

を理解している。 

記述の点検 
記述の分析 
活動の様子 
定期考査 

文
化
と
し
て
の
色 

・文章を読んで，展開，要旨
などを的確にとらえる。 

・語句の意味，用法を的確に
理解する。 

○  ○ ○ ○ ａ：筆者の考えを参考にして 

「伝統色」について思索を深

めている。 

ｄ：指示語の指示内容を適切に

読み取り，筆者の主張をと

らえている。 

ｃ：具体例から読みとった筆者

の主張を自分の言葉で書く

ことができる。 

ｅ：対比的な漢字で構成された

二字熟語を正しく書いてい

る。 

記述の点検 
記述の分析 
活動の様子 
定期考査 

 

ホ
ン
モ
ノ
の
お
カ
ネ
の
作
り
方 

・文章を読んで，構成，展開，
要旨などを的確にとらえ
る。 

・文体や修辞などの表現上の
特色をとらえる。 

○   ○ ○ ａ：文章構成や具体と抽象の対

応を理解しようとしてい

る。 

ｄ：段落相互の関係と，それぞ

れの段落の要旨を的確にと

らえている。 

ｅ：カタカナ表記のもたらす 

表現上の効果を理解して 

いる。 

記述の点検 
記述の分析 
活動の様子 
定期考査 
 



二
学
期 

俳
句 

・俳句を読んで，情景，心情
の描写などを的確にとら
え，表現を味わう。 

・語句の意味，用法を的確に
理解し，語彙を豊かにする
とともに，文体や修辞など
の表現上の特色をとらえ，
自分の表現や推敲に役立
てる。 

○  ○ ○ ○ ａ：俳句における表現を味わい

ながら読むことができる。 

ｃ：作品から感じたことや作者 

  の考えを自分の言葉で表現 

  することができる。 

ｄ：表現上の特色を理解し、 

作者の考えをとらえること 

ができる。 

ｅ：俳句のルールや修辞など 

の表現上の特色を理解す 

ることができる。 

記述の点検 
記述の分析 
活動の様子 
定期考査 
 

こ
こ
ろ 

・近代の代表的な長編小説を 
読解する。 

・登場人物の性格・心理・行 
動を読み取り、その変化を 
つかむ。 

・登場人物の生き方と、 
自己の生き方とを対比 
して、考えたことを自分 
の言葉でまとめ発表する。 

○ ○  ○ ○ ａ：登場人物の性格・心理・ 

行動を読み取り、その変化

をつかもうとしている。 

ｂ：登場人物と自己の生き方を

対比して自分の言葉で意見

を述べることができる。 

ｄ：他者とのかかわりの中で変

化する、「私」の気持ちを

理解している。 

ｅ：小説の舞台となっている時

代やその背景について理解

している。 

記述の点検 
記述の分析 
活動の様子 
定期考査 

弱
い
つ
な
が
り 

・文章を読んで，構成，展開，
要旨などを的確にとらえ
る。 

・文章を読んで批評すること
を通して，社会について自
分の考えを深めたり発展
させたりする。 

○  ○ ○  ａ：意味段落のまとまりを意 

識して読み，各段落の内 

容および文章全体の構成 

をとらえようとしている。 

ｃ：筆者の主張を読み、社会に 

  ついての自分の考えを根拠 

  とともに書くことができ

る。 

ｄ：本文から筆者の主張を読 

み取り，さらに現代社会の

傾向をふまえて筆者がその

ように主張する理由を考察

している。 

記述の点検 
記述の分析 
活動の様子 
定期考査 
 

三
学
期 

胆
力
に
つ
い
て 

・文章を読んで，構成，展開，
要旨などを的確にとらえ
る。 

・語句の意味，用法を的確に
理解する。 

○   ○ ○ ａ：意味段落のまとまりを意 

識して読み，各段落の内 

容および文章全体の構成 

をとらえようとしている。 

ｄ：文章の構成を確かめ， 

「『驚き』が知的探究を動 

機づける」という主張の 

内容を的確にとらえて 

いる。 

ｅ：語句の意味や用法を的確に 

  理解している。 

 

記述の点検 
記述の分析 
活動の様子 
定期考査 



広
告 

・作品を読んで，筆者の意図
を的確にとらえ，表現を味
わう。 

・語句の意味，用法を的確に
理解し，語彙を豊かにする
とともに，文体や修辞など
の表現上の特色をとらえ，
自分の表現や推敲に役立
てる。 

○ ○ ○  ○ ａ：広告にふさわしい文体や 

語句，表現の技法が用い 

られているかどうかを考察
している。 

ｂ：発想の豊かさ，構成の工夫，
表現の特色をとらえて相互
交流を行っている。 

ｃ：読み手を意識して，言葉 

を選んだり表現したり 

している。 

ｅ：広告の構成や言葉の特徴 

を理解している。 

記述の点検 
記述の分析 
活動の様子 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


